
第６次湖西市総合計画　第Ⅱ期実践計画　別冊シート　（2026/3/13　更新）
大分類 小分類（個別施策） 重点施策 目指す姿 成果指標設定数

地域づくり 1 土地政策 1 集約・連携型まちづくりによる都市拠点、地域拠点及び主要集落エリア（生活拠点）での住宅建設支援 暮らしやすさの向上 1

2 共生社会 2 地縁による団体のまちづくり活動の支援 元気なまちの実現 1

3 市民による活力あるまちづくり活動の支援 元気なまちの実現 1

4 働く場におけるジェンダー平等の実現 暮らしやすさの向上 1

5 外国人市民への日本語教育の推進 元気なまちの実現 1

3 防災・減災 6 地域の防災力向上 暮らしやすさの向上 1

7 災害時における医療救護体制の強化 暮らしやすさの向上 1

4 交通安全・防犯 8 交通安全運動の実施 暮らしやすさの向上 1

9 青色防犯パトロール 暮らしやすさの向上 1

産業経済 5 観光振興 10 郷土愛を育む観光地域づくり 元気なまちの実現 1

11 地域ブランドによるプロモーション 元気なまちの実現 1

12 体験観光の強化 元気なまちの実現 1

6 工業・商業 13 中小企業の経営力向上支援 元気なまちの実現 1

14 スモールビジネスの創出によるにぎわい創出 元気なまちの実現 1

15 企業立地の促進 元気なまちの実現 1

7 農業・漁業 16 効率的で持続可能な農業の実現 元気なまちの実現

17 浜名湖の水産資源の回復と安定した供給 元気なまちの実現

8 産業人材の確保 18 人材確保支援 元気なまちの実現 1

19 キャリア教育 元気なまちの実現 1

20 多数な働き方の支援 元気なまちの実現 1

育み・学び 9 子育て 21 こどもの発達に関する相談支援の充実 暮らしやすさの向上 1

22 放課後児童クラブの待機児童対策 暮らしやすさの向上 1

23 幼児期のこどもの育ちに係る教育・保育支援サービスの充実 暮らしやすさの向上 1

10 学校教育 24 小中学校体育館の空調整備 暮らしやすさの向上 1

25 GIGAスクール構想の推進 暮らしやすさの向上 1

26 不登校児童生徒に対する支援 暮らしやすさの向上 2

27 部活動地域展開等の推進 暮らしやすさの向上 1

11 文化 28 文化芸術の発表と鑑賞の場の提供 元気なまちの実現 1

29 文化財の保存と活用 元気なまちの実現 1

12 スポーツ・生涯学習 30 多様化するライフステージに応じたスポーツ活動の推進 元気なまちの実現 1

31 豊かなスポーツライフを支える環境づくり 元気なまちの実現 1

32 多世代が利用できる講座の企画 元気なまちの実現 1

33 図書館利用の普及とPR 暮らしやすさの向上 1

健康福祉 13 医療 34 高齢化に伴う医療需要に対する湖西病院の診療体制強化 暮らしやすさの向上

35 産前産後ケア体制維持 暮らしやすさの向上

14 健康 36 若い年齢層への 健康づくりの推進 暮らしやすさの向上 1

37 生活習慣病重症化予防の取組み強化 暮らしやすさの向上 1

15 高齢者福祉 38 介護予防の推進 暮らしやすさの向上 1

39 認知症施策の充実 暮らしやすさの向上 1

16 障害者福祉・地域福祉 40 障害者一人ひとりの特性に応じた就労の促進 暮らしやすさの向上 1

41 障害者の雇用の確保と拡大 暮らしやすさの向上 1

42 相談支援・情報提供体制の整備 暮らしやすさの向上 1

43 包括的相談支援体制の整備 暮らしやすさの向上 1

くらし環境 17 公共交通 44 利便性、効率性の高い公共交通ネットワークの形成（拡充） 暮らしやすさの向上 2

18 都市インフラ 45 上下水道施設の最適化・強靭化 暮らしやすさの向上 1

46 公共下水道の整備 暮らしやすさの向上 1

47 市街地における都市計画道路未整備区間の整備 元気なまちの実現

48 物流の効率化を図る幹線道路の整備推進 元気なまちの実現

19 環境 49 臭気対策 暮らしやすさの向上 1

50 花と緑のまちづくり推進 暮らしやすさの向上 1

20 循環型社会 51 生ごみ削減に向けた制度未利用者への周知 暮らしやすさの向上 1

52 中小企業等へのゼロカーボン化支援 元気なまちの実現

53 市民（家庭）のゼロカーボン化支援 元気なまちの実現

54 行政におけるゼロカーボン化の推進 元気なまちの実現 1

21 消防・救急 55 救急車の適正利用 暮らしやすさの向上 1

56 住宅用火災警報器設置維持管理に関する広報 暮らしやすさの向上 1

行政経営 22 ＤＸ推進 57 情報化（ＤＸ）施策の総合的な企画、調整及び推進 元気なまちの実現 1

58 職員の情報システム利用技術向上、生成ＡＩ・ＲＰＡ等を活用した業務効率化推進 元気なまちの実現 1

23 行政経営 59 継続的で安定的な財政基盤の確立 元気なまちの実現 1

60 公共施設再配置個別計画の進捗管理 元気なまちの実現 1

暮らしやすさの向上 31 34
元気なまちの実現 28 25
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➢別冊シートは総合計画第Ⅱ期実践計画を補完するものです。 計画本文に

記載のない「具体的な事業内容」「KPI（取り組み指標）」については 別

冊シートで管理します。

➢OODAループによる管理を行い、毎年、湖西市未来ビジョン会議（外部委

員による組織）で内容の見直し、更新を行います。

➢別冊シート記載事項のうち、以下の項目は総合計画本文と一致しています

ので、原則修正はできません。

「大分類」、「小分類（個別施策）」、「重点施策」、「(重点施策の）基準

値」、 「(重点施策の）目標値」、「基本施策」

➢別冊シート記載事項のうち、以下の項目は別冊シートのみに記載し、

OODAループによる管理を行い、毎年見直しの対象とします。

「重点施策のために行う具体的な事業内容」、「取り組み指標」、「(基本施

策の）基準値」、「(基本施策の）目標値」、「基本施策具体例示」

総合計画本文との関係性



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

・民間宅地開発事業者への奨励金
・民間宅地開発事業者へ土地を提供した者へ
の奨励金
・賃貸物件供給者への奨励金

市街化区域内の未利用地の解
消

市街化区域内の住宅建築棟数

126ヘク
タール

172戸

119ヘク
タール

172戸

・公式ＷＥＢサイト、ＬＩＮＥの拡充
・金融機関、不動産業者、ハウスメーカー、企
業等への啓発・伴走支援
・出前講座や説明会などの啓発活動の実施
・優良田園住宅制度活用や地区計画手続きの
伴走支援

市街化調整区域内で住宅を建
てる方法の周知（金融機関、不
動産業者、ハウスメーカー、企業
等）

― 100件

・空家等対策補助金制度の設立
・空き家相談会、セミナー等の開催
・空き家バンクの利用促進
・空き家等対策協議会の開催
・個別相談を受ける窓口環境の拡充
・専門業者の紹介環境の拡充

空き家相談のうち、所有者等か
らの割合

49.3% 60.0%

2
地縁による団体のまちづくり活
動の支援

解決ができていない地域課題の
割合（自治会アンケート）

100% 80.0%
・課題アンケート
・関係機関と連携した課題解決につなげる講
座開催や情報提供

講座開催や課題解決につなが
る情報について周知する自治会
数（４年累計）

0自治会 164自治会

3
市民による活力あるまちづくり活
動の支援

市民活動補助金利用1年後に事
業継続している割合

－ 50.0%

・市民活動補助金利用団体の将来を見据えた
事業計画作成支援
・市民活動補助事業実施後の振り返りと将来
設計支援

応募時の事前相談、及び事業実
施後の振り返りの実施回数

2回 2回以上

4
働く場におけるジェンダー平等
の実現

職場において男女の地位が平
等と思う人の割合（市民意識調
査）

31.0% 36.0%
・「えるぼし認定」、「くるみん認定」の取得に向
けた支援

事業所向けの情報提供回数 5回 10回

5
外国人市民への日本語教育の
推進

初期支援を受講したこども及び
保護者の中で「とても良い」「良
い」と回答した割合（湖西市集
計）

－ 80.0%
・小中学校へ編入学する外国人児童生徒の基
礎的な日本語の習得と学校生活への円滑な
適応を支援（初期支援）を行う。

初期日本語支援受講可能期間 15日間 60日間

防災訓練の実施回数 3回 3回以上

避難所運営訓練を実施した避難
所の割合

20.0% 100%

7
災害時における医療救護体制
の強化

サポートナース登録者数 30名 40名

・災害医療救護体制検討会　（年３回ほか専門
部会）の開催
・サポートナース研修会の開催
・急性期・亜急性期の体制整備（マニュアル整
備、保健医療福祉調整本部の体制整備ほか）

研修会の実施、防災訓練の実
施（４年累計）

1回 4回以上

6
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集約・連携型まちづくりによる都
市拠点、地域拠点及び主要集落
エリア（生活拠点）での住宅建設
支援

市街化区域内及び市街化調整
区域のうち大規模既存集落内の
人口

47,422人
（市街化：
36,889人、
大規模集
落：10,533
人）

47,422人
以上
（市街化：
36,889人、
大規模集
落：10,533
人）

共生社会

・自治会活動への支援
・市民活動の推進
・男女共同参画の推進
・多文化共生のまちづくり

・自治会活動助成事業
・自治会連合会活動助成事業
・公会堂等建設費補助事業
・市民活動相談
・市民活動講座
・市民活動補助事業
・市民向け講座、イベントの開催
・男女共同参画に資する職員研修
・パープルリボン運動（女性に対する暴力をなく
す運動）
・男女共同参画審議会の開催
・よりそい相談室事業
・多文化共生・国際交流の推進
・外国人総合窓口設置と多言語広報
・日本語講座の開催、通訳派遣事業
・多文化共生社会推進協議会開催
・日本語教育推進会議開催
・多文化共生の拠点の確保

防災・減災

地域の防災力の向上
災害への備えができていると回
答した市民の割合（市民意識調
査）

73.9% 80.0%
・防災訓練
・地区防災計画の作成推進
・感震ブレーカーの普及促進

・防災・危機管理体制の整備
・災害危険箇所の整備
・防災意識の啓発と防災行動力の向上
・災害対応力向上
・津波防災地域づくり推進計画の推進
・耐震化事業の推進
・減災化事業の推進
・復興事前準備の推進
・治山・治水対策の推進

・自主防災倉庫の更新
・津波避難施設等整備
・源太山地区急傾斜地崩壊対策事業
・出前講座の実施
・危機管理人材育成のための研修参加
・津波避難路整備
・木造住宅耐震改修助成事業、木造住宅除却
支援事業、ブロック塀等撤去助成事業
・耐震シェルター整備助成事業、防災ベッド整
備助成事業
・境田川改修事業、大沢川改修事業
・地籍調査の推進
・立地適正化計画の改定（防災指針の追加）
・事前都市復興計画の策定
・「ひなんさんぽ」の継続実施
・福祉避難所の設置・運営方法の見直し

・市街化区域内での人口密度の維持
・主要集落エリアにおける地域コミュニティの維
持

・住宅建設に係る市場動向やニーズ調査
・湖西市立地適正化計画の改定

・民間宅地開発奨励金事業等の活用支援
・指定大規模既存集落制度、優良田園住宅制
度等活用支援
・不動産業者やハウスメーカー、金融機関、士
業等への市場動向やニーズ調査

土地政策

地
域
づ
く
り



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

交通事故防止キャンペーン 4回 4回以上

交通指導隊街頭指導回数 2925回 3000回

9 青色防犯パトロール 犯罪認知件数 220件 200件 ・青色防犯パトロール 青色防犯パトロール件数 97回 100回

10 郷土愛を育む観光地域づくり
市民が国内外の友人に湖西市
を訪れてもらいたいと思う割合
（市民意識調査）

25.0% 45.6%

・海湖館とその周辺施設、道の駅潮見坂、観光
トイレ等観光施設及び観光と親和性が高い文
化財施設の持続可能な運営管理
・湖西連峰ハイキングコース及び入り口等周辺
の維持管理
・ＳＮＳ等を活用した観光資源の情報発信

湖西市公式観光Instagramへの
投稿数

82回 102回

11
地域ブランドによるプロモーショ
ン

市の観光公式ウェブサイトの
ページビュー数

591,008
ビュー

650,000
ビュー

・地元特産品や観光情報等ＰＲ方法の新たな
発掘
・地場産品を活用したふるさと納税の推進
・観光案内所の効果及び実現可能性を検証す
るための実証実験
・市・観光協会や観光地域づくり法人での活用
・観光協会や観光地域づくり法人が実施する
集客イベント等の支援・協力
・地域連携ＤＭＯとの連携強化

湖西市観光公式HP内「お知ら
せ・イベント」への投稿数

96投稿 120投稿

12 体験観光の強化
来訪者満足度
（浜松・浜名湖ツーリズムビュー
ロー調査）

94.9% 95.0%以上

・新居弁天地域観光利活用事業の推進（舟運・
湖上遊覧）
・道の駅潮見坂の観光拠点のビルドアップ
・海湖館の人気体験コンテンツの受入体制の
強化・サイクルツーリズムにおける地域連携
・「漁業」「農業」「畜産業」「モノづくり」の体験の
商品化
・景観を含めた産業観光の商品化

体験観光型商品に関する観光
関係団体との打ち合わせ回数

0回 10回以上

13 中小企業の経営力向上支援
市内中小企業を対象とする補助
金の年間交付件数

22件 30件

・展示会等への出店経費を補助
・デジタル技術の導入経費を補助
・副業人材の活用に係る経費を補助
・豊橋技科大が実施する教育プログラム受講
料を補助

市内中小企業を対象とする補助
金のチラシ配布枚数

0枚 1500枚

14
スモールビジネスの創業支援に
よるにぎわい創出

創業支援による出店者数（4年
累計）（湖西市集計）

93事業者 114事業者

・創業相談窓口の開設
・空き店舗等を活用して開業した事業者に開業
経費を補助
・特定創業支援等事業による支援

セミナー、相談会実施回数（４年
累計）

0回 48回

15 企業立地の促進 新たな工業用地の整備
0ヘクター
ル

5.9ヘク
タール

・内山工業団地整備
・大沢工業団地整備

新たな工業用地の整備
0ヘクター
ル

5.9ヘク
タール

・ふるさと納税現地決済の導入促進
・ふるさと納税促進パンフレットの作成
・対外的なブランディング・対外プロモーション
を推進するため、浜松・浜名湖ツーリズム
ビューローと連携
・湖西連峰の整備、トレッキング、サイクルツー
リズム、ウォーターアクティビティなどの推進
・指定管理者制度を含む今後の管理運営体系
の研究

観光振興

工業・商業

・商工会や金融機関と連携した情報の集約・提
供
・商工業振興の充実
・企業力の向上支援、支援体制の強化
・企業誘致と新たな産業拠点整備の推進

・中小企業事業資金融資事業
・企業立地促進事業
・浜松湖西豊橋道路ＩＣ周辺における工業用地
等開発検討

交通安全運動の実施 交通事故件数 224件 200件
・交通安全運動（春・夏・秋・年末）
・交通指導隊活動の支援

8

産
業
経
済

・体験型観光の推進
・道の駅潮見坂の観光拠点としてのビルドアッ
プ

交通安全・
防犯

・交通安全運動の実施
・交通安全看板等の整備
・交通指導隊の支援
・防犯意識の啓発と防犯体制の整備
・青色防犯パトロール
・防犯灯の整備
・特殊詐欺被害防止の広報啓発
・犯罪被害者等支援体制の強化

・交通安全運動（春・夏・秋・年末）の実施
・交通事故ゼロの日広報
・交通安全看板等の設置・維持管理
・交通指導隊の交通教室への派遣
・青色防犯パトロール
・防犯灯整備・維持管理
・特殊詐欺被害防止広報
・犯罪被害者等への見舞金給付

地
域
づ
く
り



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

16
効率的かつ持続可能な農業の
実現

担い手への農地の集積・集約
50ヘクター
ル

150ヘク
タール

17
浜名湖の水産資源の回復と安
定した供給

年間水揚高
10億3,932
万円

11億5,000
万円

18 人材確保支援
就職イベントの参加者数（湖西
市集計）

271人 400人

・高校生向け合同企業説明会の開催
・大学生及び再就職者等を対象とした就職フェ
アの開催
・高校生向けJOBフェアの開催

就職イベントの実施回数 4回 4回以上

19 キャリア教育
企業見学・出前講座等の実施校
数

9校 9校以上
・市内小中学校を対象とした企業見学のマッチ
ング
・市内小中学校向けの出前講座のマッチング

キャリア教育協力企業数 64社 120社

20 多様な働き方の支援
セミナー参加者のうちの就業者
数（湖西市集計）

8人 8人以上
・在宅ワークに関するセミナーを実施
・ハローワークとの共催セミナーを実施

求職者向けセミナー等の開催回
数

27回 30回

・ハローワークや県と連携した個別相談の実施

農業・漁業
農業・漁業の担い手数
（認定農業者数＋浜名漁協正組
合員数）

280人 280人以上

・経営体育成促進事業（担い手育成農地集積
事業）等国庫補助等を活用した農地の再基盤
整備
・荒廃農地再生・集積促進事業費補助金によ
る荒廃農地の再生
・地域計画による農地中間管理事業を活用し
た農地集積
・浜名湖地区水産振興協議会による水産資源
の回復事業
・栽培漁業振興事業費補助金によるクルマエ
ビ等の放流

・担い手の確保
・農畜産物のＰＲ
・農業従事者・漁業者と商業者等との連携
・農業従事者・漁業者との関係強化に基づく両
者への支援
・漁協への支援

・新規就農者育成総合対策事業費補助による
新規就農者への支援
・静岡県農業法人誘致推進連絡会への参画に
よる法人誘致
・農業振興協議会、畜産衛生対策協議会によ
る行政と事業者の関係強化、農畜産物のPR
・プリ丸、湖西ポークなど既存ブランドの認知
度向上や、農畜産業者と飲食店事業者等との
マッチングのため、商工会等と連携
・漁業近代化資金利子補給による漁業者等の
設備導入支援
・水産施設整備事業費補助による漁協施設の
更新等への支援

産
業
経
済

産業人材の
確保 用の確保



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

21
こどもの発達に関する相談支援
の充実

育児やこどもの発達に関する相
談や支援の場があると回答した
割合（湖西市こども計画アンケー
ト）

57.4% 70.0%

・早期からの保護者や園への相談支援
・発達相談（随時相談、対象年齢の拡大）
・親子ふれあい教室(就園前児）
・出張相談会(公立園年中児）
・発達支援の部屋(公立園年長児）
・こども未来講座(保護者向け講座・ペアレント
プログラム・支援者向け講座）

発達相談支援事業を利用した件
数

206回 250回

22
放課後児童クラブの待機児童対
策

放課後児童クラブの待機児童数 77人 0人
・市内10クラブ16単位の事業者への運営委託
・長期休暇専用クラブの開設

長期休暇専用クラブの開設 0単位 2単位

23
幼児期のこどもの育ちに係る教
育・保育支援サービスの充実

入所待ち児童数 104人 0人

・児童受入れ拡充のための保育士人材確保
・施設整備による受入れ拡充
・既存民間保育施設の定員拡充に資する保育
士確保補助制度の新設

認可保育・教育施設の3号認定
（０～２歳児）定員

402人 477人

24 小中学校体育館の空調整備
小中学校体育館の空調設備整
備率

0% 100% ・小中学校体育館への空調設備整備
小中学校体育館の空調設備整
備校数

0校 9校

小中学校体育館へのWi-Fi配備 9校 11校

ICT支援員配置回数の充実
5.5校に1
人

4校に1人

学校の授業が「分かる」と答える
児童・生徒の割合（教育委員会
アンケート調査）

小学生
89.1％、中
学生
88.0％

小学生
90.0％、中
学生
89.0％

学校に困ったことや悩み事など
を相談できる先生がいる児童生
徒の割合（教育委員会アンケー
ト調査）

小学生
84.2％、中
学生
83.1％

小学生
85.0％、中
学生
84.0％

25

26

27

子育て

・こども家庭センターの円滑な運営
・乳幼児健診の充実
・放課後児童対策の充実
・支援が必要となる児童へのサポートの充実
・入所待ち児童の削減
・多様なニーズに応じた教育・保育支援サービ
スの充実
・発達相談の充実
・幼児教育・保育と小学校教育の円滑な接続
・保育士、保育教諭、幼稚園教諭等の人材育
成・確保・処遇改善や現場の負担軽減
・こどもの居場所づくり支援
・保育環境の充実
・子育て支援の充実

・1か月児、4か月児、10か月児、1歳6か月児、
3歳児健診、（5歳児健診）
・支援員・補助員の資質向上(研修の推進)
・障害児等の支援が必要な児童の積極的な入
所のサポート
・既存保育施設の定員拡充
・巡回発達相談
・一時預かり事業
・延長保育事業
・病児・病後児保育事業
・乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制
度）
・公立園への通訳者の配置
・特別支援教育推進事業
・医療的ケア児保育
・幼児ことばの教室
・幼児教育相談・巡回相談
・病児・病後児保育
・保幼小連絡会（情報交換会）
・幼小架け橋プログラム
・資質向上研修
・保育教諭・幼稚園教諭等の人材確保
・家庭支援事業の充実
・こども医療費助成
・多子世帯修学費用支援

各種目
年間１回

各種目
年間２回
以上

・学校給食センターの整備
・学校給食費の公会計化
・学校給食費保護者負担軽減事業
・経済的困窮家庭への学用品や給食費など一
部補助
・学校トイレの洋式化
・特別な支援を必要とするこどもへの経済的支
援
・特別支援教育支援員の配置、専門家による
巡回相談
・通訳員及び外国人児童生徒適応指導教室指
導員の配置及び派遣
・外国人児童生徒の初期支援の充実
・スクールロイヤーや生徒指導相談員の活用
・コミュニティ・スクールを活用した学校経営の
推進、企業見学や出前講座の実施
・自然体験学習・職業体験等の実施、中学校
における思い出に残る学校行事の実施
・部活動の地域クラブ化、部活動指導員の任
用
・スクールロイヤーによる人権教室及び教職員
研修、いじめ対策研修会
・小中学校統合に伴う安全な通学手段や通学
路の確保
・小中学校統合に伴う学校間交流の実施

不登校児童生徒に対する支援 ・校内教育支援センターの設置校の拡充
校内教育支援センターの設置校
数

3校 全校

・安定した給食の提供
・保護者の経済的負担の軽減
・安全・安心で快適な学校の整備
・特別支援教育の推進
・一人ひとりのニーズに応じた支援
・学校・地域・関係機関の連携
・特色ある学校づくりの推進
・いじめ未然防止早期発見対策事業の実施
・小中学校の統合

部活動地域展開等の推進

育
み
・
学
び

週に１回以上、授業で一人一台
のICT機器を利用している教員
の割合（教育委員会アンケート
調査）

72.0% 82.0%
・ICT支援員配置業務
・教育用コンピュータ整備事業

学校教育

部活動の地域クラブ化へ向けた
種目別打合せ回数

GIGAスクール構想の推進

地域クラブ数 0クラブ 10クラブ ・推進協議会の開催
・地域クラブ運営支援



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

28
文化芸術の発表と鑑賞の機会
の提供

直近1年間に文化・芸術に触れ
た人の割合
（市民意識調査）

49.5% 51.0%

・市民芸術祭の開催
・文化協会事業、後援名義事業等の文化芸術
事業の観覧PR
・地域住民のためのコンサート開催
・アーツカウンシル事業参加団体支援
・各学校による文化芸術鑑賞機会の設定

市民芸術祭の開催 5回 5回以上

29 文化財の保存と活用 指定文化財・登録文化財の数 103件 107件

・文化財把握調査（掘り起こし）
・詳細調査（専門家による価値づけ）
・文化財保護審議会諮問
・指定文化財保存のための修理助成
・登録文化財制度の周知

文化財保存修理件数 0件 1件

30
多様化するライフステージに応じ
たスポーツ活動の推進

週に1回以上スポーツを行った
人の割合（市民意識調査）

38.0% 60.0% ・各種スポーツ体験イベントや出前講座の実施
ニュースポーツ体験会や出前講
座、イベント出展等による啓発活
動

28回 32回

31
豊かなスポーツライフを支える環
境づくり

体育施設の利用者数 499,791人 600,000人
体育施設の維持管理を適切に実施し、市民が
体育施設を身近な施設として感じられるよう市
のスポーツイベントなどで積極的に利用する。

体育施設を利用した市のスポー
ツイベントの実施回数

21回 25回

32 多世代が利用できる講座の企画 生涯学習講座参加者数 847人 1,100人
・幅広い年齢層に対応すべく、多種多様なジャ
ンルの講座の企画

講座開催数 20講座 30講座

33 図書館利用の普及とPR 市民一人当たりの貸出冊数 5.0冊 5.4冊
・図書館業務の内容、サービス、イベント等の
情報発信を「X」や「LINE」を活用して定期的に
行い、利用者増加の促進を行う。

SNSを活用した広報（情報発信）
の回数

84回 100回

34
高齢化に伴う医療需要に対する
湖西病院の診療体制強化

湖西病院の総合診療専攻医受
入人数

0 3人
・訪問診療・往診体制の拡充
・専攻医研修プログラムの確立

総合診療専門研修基幹施設の
プログラムの登録

0件 １件

35 産前産後ケア体制維持
湖西病院の助産師外来延患者
数（湖西市集計）

104人 180人
・診療枠の拡大（午後の診療等）を検討
・利便性を良くするため、母と子の1カ月健診を
併せて行うことを検討

助産師外来予約枠 月26枠 月30枠

***
湖西市の医療体制に満足してい
る人数の割合（市民意識調査）

32.5% 39.0% *** *** *** ***

36
若い年齢層への健康づくりの推
進

特定検診における糖尿病予備
群及び糖尿病の割合

65.7%
60.0％以
下

・健康教室の実施
・企業や事業所における健康づくりの支援
・30歳代の健診の実施（健康ミニチェック、U-
39健診）

健康教育実施数（40歳～64歳）
（４年累計）

34回 136回以上

37
生活習慣病重症化予防の取り
組み強化

新規透析導入患者数 14人
4年間で平
均13人以
下

・糖尿病性腎症重症化予防プログラムの推進
糖尿病性腎症重症化予防化プ
ログラム検討会実施回数（４年
累計）

3回 8回以上

健
康
福
祉

・スポーツを支える環境づくり
・若年層を主にとしてプロスポーツ等の現地観
戦や選手を交えた交流会・イベントなど、トップ
スポーツに触れる機会の提供
・生涯学習機会の充実、生涯学習講座の推進
・ジュニアスポーツクラブを活用した地域にお
けるスポーツ活動の啓発
・電子図書を含めた資料の収集と提供、生涯
学習につながる読書活動の推進

・機会や環境など、様々な視点からスポーツを
身近に感じられる施策の推進
・人生を豊かにするため講座の提供
・指定管理者と連携したスポーツ施設の維持
管理

・医師、看護師等の確保

・湖西病院の施設及び設備の計画的な更新

・休日夜間救急医療事業補助金（浜名病院）/
休日救急医療業務委託事業（湖西市医会）
・Medi-Netこさいの開催
・各修学資金制度の活用。SNS等採用活動・情
報発信の多様化
　（市医学修学資金、市看護師養成修学資金、
湖西病院看護師等修学資金）
・将来的な医療需要を見据えた（適正な病床数
を含め）施設・設備の更新計画の検討

スポーツ・
生涯学習

医療

文化

・文化芸術活動の機会の充実
・文化芸術活動のためのネットワークづくり
・文化財の保存
・文化財の活用

健康

・検（健）診実施による疾患の早期発見
・健康づくりのためのインセンティブの取り組み
・こころの健康づくりに関する啓発事業
・歯と口の健康づくりに関する啓発事業

育
み
・
学
び

・がん検診等各種検診の実施
・特定健診、特定保健指導の実施（国民健康
保険加入者）
・コーちゃん健康マイレージ事業
・こころの健康づくり講演会
・ゲートキーパー養成講座
・後期高齢者健診
・8020コンクール
・イベント等での歯と口の健康づくりの啓発
・健康づくり関連団体と連携した推進
・健診や検診の啓発、医療機関等の関係機関
との連携した受診率向上の取り組み
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施事業

・文化芸術に触れる機会の創出

・アーツカウンシル事業の推進、SPACの利用
促進
・文化財調査、指定文化財保存修理の支援、
無形民俗文化財の支援、ボランティアガイドの
育成
・公開展示、パンフレット等での情報発信、学
校教育や社会教育での教育活用、観光活用



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

38 介護予防の推進 お達者年齢（静岡県公表資料）
男性81.6
歳、女性
86.5歳

男性82.0
歳、女性
87.0歳

・「社会参加の促進」「フレイル予防」「認知症の
予防」を柱とした各種介護予防教室（運動・認
知症予防・栄養）の実施

介護予防教室実施回数 550回 600回

39 認知症施策の充実 認知症サポーター累計人数 6,110人 7,000人
・認知症に関する適切な知識もち、地域等で認
知症の方やその家族を支える人（サポーター）
を要請する講座等を実施する。

認知症サポーター養成講座、ス
テップアップ講座実施回数

7回 7回以上

アセスメント向上勉強会（サービ
ス事業所向け）（４年累計）

0回 8回以上

障害者雇用定着支援勉強会（４
年累計）

0回 4回

アセスメント事例検討会（４年累
計）

0回 4回

就労支援事業所見学ツアー（４
年累計）

0回 4回

商品開発企画会議（商工会、産
業振興課、地域福祉課）（４年累
計）

0回 4回

基幹相談支援センターの設置 0ヶ所 1ヶ所

研修会又は事例検討会（４年累
計）

0回 3回

43 包括的相談支援体制の整備
相談会後に状況が改善・支援者
につながった割合（湖西市集計）

100% 100%
・医療福祉司法なんでもかんでも相談会開催と
伴走支援

なんでもかんでも相談会の相談
受付枠（４年累計）

5枠 40枠

40

41

42

健
康
福
祉

・就労継続支援事業所への業務委託先の拡大
・湖西市の就労継続支援事業所でしか買えな
い商品開発、販路の拡大
・相談支援の充実と理解啓発の推進
・障害のある方の日常生活と社会参加への支
援
・生活困窮者への自立支援
・社会との繋がりが希薄な方等の社会とのつ
ながりや参加の支援
・市営住宅管理事業

・アセスメント事例検討会
・就労継続支援事業所見学ツアー
・検討会議
・安心して過ごすことのできる居場所の設置運
営
・就労体験や交流体験の提供と伴走支援
・生活困窮者自立支援調整会議を通じ、相談
者を必要に応じて、専門家等につなげる。
・住宅に困窮する低所得者等のために、低廉
な家賃で公営住宅を提供する。
・障害者の移動支援事業に対する補助金、障
害者に配慮した公共交通施策の検討

障害者の雇用の確保と拡大

高齢者福祉

・介護予防・日常生活支援総合事業の適正利
用に関する見直し
・自立支援サービス、地域包括ケアシステムの
充実・推進
・介護給付の適正化

販路の開拓や商品開発、仕事
の創出ができた就労支援事業
所数（湖西市集計）

0事業所 2事業所
・企業と就労支援事業所の顔つなぎの支援
・就労支援事業所の販路の拡大と販売商品の
開発

・総合事業の利用回数の縮小等を含めた総合
事業全体として生活機能の回復を重視した新
たなサービス内容を検討。
・地域包括支援センター充実、在宅医療と介護
の連携強化。

障害者福
祉・地域福
祉

障害者一人ひとりの特性に応じ
た就労の促進

相談支援・情報提供体制の整備
相談支援の質が向上したと感じ
る計画相談支援事業所の割合
（湖西市集計）

-

就労選択支援事業所数 0事業所 1事業所

・アセスメント向上を目的とした勉強会
⇒既存の就労継続支援事業所が就労選択支
援事業を開始

・就労した障害者の就労継続（定着）支援を目
的とした勉強会
⇒特性に応じた就労

100%

・基幹相談支援センターの業務
①相談支援事業所の相談支援
②相談支援事業所への研修
③相談支援事業所からの人材の受入れ
④地域の相談機関との連携強化
⇒地域の相談支援力の向上
・相談支援事業所の相互援助関係の構築
⇒地域の相談支援力の向上



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

公共交通分担率（市民意識調
査）

6.3% 8.0%

公共交通機関の満足度（市民意
識調査）

31.1% 50.0%

45 上下水道施設の最適化・強靭化 水道事業の経常収支比率 103% 110％以上

新水道ビジョンにおける水道施設の強靭化を
行うと共に、施設再編に基づき管理対象施設
数を減少させることで必要経費を削減し、経常
収支比率の向上を図る。

管理対象施設 14施設 13施設

46 公共下水道の整備
公共下水道事業の経常収支比
率

100% 100％以上
・下水道整備面積の拡張により、下水道接続
済戸数の増加に伴う下水道使用料収入の増
額を図り、経常収支比率の向上を図る。

下水道整備面積累計
590.73ヘク
タール

679.3ヘク
タール

47
市街地における都市計画道路
未整備区間の整備

48
物流の効率化を図る幹線道路
の整備推進

49 臭気対策
生活の中で悪臭を感じる人の割
合（市民意識調査）

61.1% 52.0%

・市内養豚事業所での臭気測定を実施し、臭
気の監視を行う
・畜産事業者へ臭気対策補助金交付及び臭気
対策の情報提供

養豚業者との面談(指導・検証）
回数（４年累計）

１回 4回

50 花と緑のまちづくり推進事業
花いっぱい運動推進協議会会
員が管理する花壇

52か所
52か所以
上

・多年草の実験的導入（モデル団体・モデル花
壇の選定と育苗施設での実証実験）

多年草を取り入れた管理花壇数 4か所 14か所

51
生ごみ削減に向けた制度未利
用者への周知

生ごみ堆肥化容器等購入費補
助金の年間受付件数

43件 50件
・緑花フェア、環境フェア、公共施設などでの制
度の周知

イベント等での周知ちらしの配付
数

0枚 500枚

52
中小企業等へのゼロカーボン化
支援

脱炭素化促進事業利子補給、
温室効果ガス算定ツール購入、
サステナビリティ経営促進事業
に対する補助件数

43件 100件

53
市民（家庭）のゼロカーボン化支
援

家庭用蓄電池、コジェネレーショ
ン、低公害車に対する補助件数
（補助制度開始からの累計値）

1,449件 2,000件

54
行政におけるゼロカーボン化の
推進

事業所としての公共施設による
CO2排出削減割合（環境省推計
値による独自算出）

2013年比
104％

2013年比
50.0％

・省エネ・再エネ設備の導入を進め、脱炭素化
の促進をする。

公共施設へのLED導入率 30% 80%

く
ら
し
環
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・住宅や事業所への省エネ・再エネ設備や家
電の導入支援として購入費の一部に補助を
し、脱炭素化の促進をする。

都市計画道路の整備延長

コーちゃんタクシー利用者数

・狂犬病予防、動物愛護活動など
・あき地の環境保全など
・市営火葬場解体、斎場道路整備工事、新居
斎場や利木墓園の維持管理など
・県立自然公園内における行為の許可等

・1人1日当たりのごみ排出量935ｇ以下
・官民連携や官民共創による資源化を促進
（焼却灰、古紙、古布など）
・環境学習や環境フェアといった啓発活動
・脱炭素に関する取り組みについてのセミナー
・ごみの分別啓発、収集方法の最適化、処理
ルートの制度化への提言

・コーちゃんタクシーの利用促進

・コーちゃんバスの利用促進

・企業シャトルBaaS事業の推進

・天竜浜名湖鉄道の利用促進

・非運転者の移動支援
・周知・啓発の強化

・免許返納者への優遇措置
・出前講座の実施
・夏休み小学生50円バスや乗り方教室の実施

・計画的な安定水源の確保
・水道施設の耐震化
・汚水処理施設の統廃合
・上下水道設備の維持修繕、維持管理の見直
し
・計画的な幹線道路ネットワークの整備
・生活道路の整備
・都市計画道路の再検証等による道路の整備
優先順位の検討
・舗装や橋梁、公園施設等の適切な維持管理
（長寿命化）の推進
・景観形成に向けた取り組み方針の策定

・ごみ減量化対策と資源循環の促進
・搬入ごみの適正処理と安定したごみ処理施
設の運営
・環境負荷の低減と市民意識の高揚
・再生可能エネルギーの普及促進、省エネル
ギー・脱炭素化の推進

・動物愛護の啓発、飼い主の意識向上
・快適な生活環境の確保
・墓園・斎場等の整備・改修の推進
・環境保全調査指導
・自然環境の保全

42,941m

・水道スマートメーターの設置
・老朽化した水源井の更新を行い、自己水割
合を上げる。
・重要給水施設管路の耐震化を中心に、年間
の管路更新率１％分の管路を更新する。
・修繕を事後保全型から予防保全型へ切り替
え、コストを削減する。
・薬品等の一括購入によるコスト削減や新技術
導入による業務改善を図る。
・新所原笠子線整備事業
・地元要望事業
・浜名弁天線、分川一の橋線、古見東側線、岡
崎本線、上ノ原藤ヶ池跨線橋、新所原駅嵩山
線等の再検証
・橋梁（東門橋、弁財橋等）の長寿命化による
適切な維持管理の推進、公園（新居文化公
園、湖西運動公園等）の長寿命化による維持
管理の推進、道路附属施設（道路照明灯、道
路反射鏡、駅前シェルター等）や舗装の長寿命
化による維持管理の推進
・湖西市景観計画の策定

46.7%

8,459人 28,000人

42,481m

都市インフ
ラ

982千ｔ-
CO2（2019
年）

737千ｔ-
CO2

55.0%

・コーちゃんバスの効率化
・コーちゃんタクシーの制度改正
・企業シャトルＢａａＳの周知・利用啓発

・鷲津駅谷上線整備事業
・表鷲津漁港線整備事業
・大倉戸茶屋松線整備事業
・浜松湖西豊橋道路関連事業

公共交通

環境

循環型社会

利便性、効率性の高い公共交通
ネットワークの形成（拡充）

道路の整備状況についての満
足度（市民意識調査）

CO2排出量（環境省推計値によ
る独自算出）



大分類
小分類
(個別施策)

重点施策 KGI（成果指標） 基準値 目標値
重点施策のために行う
具体的な事業内容

KPI（取り組み指標） 基準値 目標値 基本施策
基本施策
具体例示

55 救急車の適正利用
救急搬送人員に対する軽症者
の割合

46.9%
45.0％以
下

・救急安心電話相談窓口、こども救急相談等
に関するリーフレットを作成し、救急の日の9月
9日を含む救急医療週間と、年間を通じ出前講
座(約30回)及び救命講習等(約50回)にて市民
に周知する。

救急車の適正利用に関する広
報活動実施人数（４年累計）

2,000人 8,000人

56
住宅用火災警報器設置維持管
理に関する広報

住宅用火災警報器の設置率（湖
西市集計）

82.3% 100%
・年2回の火災予防運動、出前講座(令和6年度
66回実施）などの機会を捉えた啓発活動にて
市民に周知する。

市民への啓発人数（４年累計） 5,300人 8,000人

ＤＸ推進本部会議の開催

年3回以
上、参加
率90％以
上

年3回以
上、参加
率90％以
上

各課ＤＸヒアリング実施率 100% 100%

アドバイザー活用による改善提
案数

5件 5件以上

年間の生成AI活用研修実施回
数

2回 3回以上

活用事例の庁内共有件数（改善
提案含む）

2件 5件以上

59
継続的で安定的な財政基盤の
確立

財政調整基金の確保 20.1%
20.0％以
上

・中期財政計画の策定 財政調整基金の確保 20.1%
20.0％以
上

60
公共施設再配置個別計画の進
捗管理

公共施設総延べ床面積の縮減
率

4.6% 5.2% ・個別計画の進捗状況を確認する。 縮減の進捗状況の確認・調査 1回 2回

く
ら
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57

58

・官民連携、官民共創の推進
・移住定住の促進
・市の魅力発信、プロモーション
・公共施設等の適正な管理・整備
・新庁舎建設の推進
・行政経営の推進
・市営住宅建設事業
・職員の能力向上と組織の活性化

・ソーシャルＸを活用した逆プロポ
・首都圏、中京圏へのイベント出展
・市内企業に対するＰＲ
・ＳＮＳを活用した広報
・市公式キャラクターの運用管理
・公共施設包括管理業務
・市営住宅長寿命化計画に基づき、施設の用
途廃止及び改修工事を実施して、施設の維持
管理を行う。
・納付書へのeL-QRの印字、管理代行制度の
導入

消防・救急

・消防職員人材育成の推進
・湖西市消防団組織の再編、消防団員定数の
段階的削減
・施設、車両、資機材等の計画的な整備と維持
管理

・資質向上を図るため消防学校研修や救急救
命士養成、救急隊員病院実習を研修計画に基
づき実施
・更新計画に沿った緊急車両及び資機材等の
更新整備
・消防団組織の再編（令和9年度～）
・分団統合13分団→8分団
・団員報酬（出動報酬）の増額

・行政手続きのオンライン化・効率化の推進
・職員のデジタルリテラシー向上と人材育成の
仕組みづくり
・無線シンクライアント端末および無線LAN環
境の整備
・デジタルの利用の推進と利便性の向上

・オンライン手続きや電子申請を前提としたシ
ステム導入・機能拡張
・職員向け操作研修の定期開催とデジタルリテ
ラシー普及啓発
・アナログ規制（例：目視や対面限定、紙掲示
等）の点検・見直し
・DX推進本部会議での進捗管理と方針決定
・DX啓発研修や職員向けスキルアップ研修の
実施
・生成AIやICTに関する実践ワークショップの継
続開催
・デジタル専門人材資格取得支援制度の活用
促進
・若手職員・インターンシップ参加者へのスキ
ル定着支援（OJT環境の整備）
・noteや庁内ポータルを活用した成功事例・ナ
レッジの発信
・業務環境整備（端末・ネットワーク）
・会計年度任用職員を含む必要な職員への無
線シンクライアント端末の整備
・各施設特性に応じた無線LAN環境の整備

12.1% 25.0%以上

37.0% 84.0%以上

ＤＸ推進

情報化（ＤＸ）施策の総合的な企
画、調整及び推進

市民向けサービスのデジタル化
における市民の満足度（市民意
識調査）

・ＤＸ推進本部会議の開催
・各課ＤＸヒアリング実施
・アドバイザー活用等による改善提案

職員の情報システム利用技術
向上、生成ＡＩ・RPA等を活用した
業務効率化推進

庁内での生成AI活用率（湖西市
集計）

・生成AI活用研修実施
・活用事例の庁内共有

行政経営


